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・「博士論文研究指導2～6」以外の科目の評価は、シラバスに記載する評価方法に従って行う。

・「博士論文研究指導2～6」の科目は、主・副指導教員の評点に加え、下記により評価の上、単位認定する。

（1） 「博士論文研究指導2」：博士論文研究資格試験1（QE１）を行う。合格者にのみ博士論文研究指導2の

単位を認定する。

（2） 「博士論文研究指導3」：博士論文研究資格試験2（QE2）を行う。合格者にのみ博士論文研究指導3の

単位を認定する。

（3） 「博士論文研究指導4」：博士論文研究資格試験3（QE3）として、博士論文の草稿の提出を求め、主査・

副査による書面審査及びその内容に関する口頭試問を行う。合格者にのみ博士論文研究指導4の単位を

認定する。

（4） 「博士論文研究指導5」：博士論文提出の要件となる、筆頭著者として発表する査読付き英語投稿論文1

編の採択者のみに博士論文研究指導5の単位を認定する。

（5） 「博士論文研究指導6」：博士論文研究最終試験を実施する。提出されたDissertation形式の博士論文に

基づく公開発表、口頭試問を行い、合否を決定する。

学専門研究インターンシップ」を履修し、国内・外の大学・研究機関での研究体験を積む。

・「博士論文研究指導1」を履修し、博士論文研究のテーマ決定、文献研究、予備研究を実施する。「博士論

文研究指導2」では、博士論文研究を進める。合わせて、博士論文研究資格試験（QE1）の準備を進める。

2年次以降の学修

・「神経科学専門セミナー2」の必修科目、自身の学修計画に応じて「高度専門科学英語2」、 「神経科学専門

セミナー3」の自由科目、 「学術院共通基盤科目（科目は自由に選択）」や他学位プログラムが開講する科

目を履修し、神経科学の専門研究者としての学習を進める。

・「博士論文研究指導3」 を履修し、博士論文研究を進める。合わせて、博士論文研究資格試験2（QE2） の

準備を進める。「博士論文研究指導4」では、博士論文研究を進める。合わせて、博士論文研究資格試験3

（QE3）の準備、国際誌投稿論文の作成を進める。

・「博士論文研究指導5」を履修し、博士論文作成を進める。「博士論文研究指導6」では、博士論文を完成する。

合わせて、博士論文最終試験、博士論文最終公開発表に向けての準備を行う。
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